
皿.各 部門別 の生産 と販売の概要

1.湯 浅農場

1)柑 橘部門 担 当:堀 川勇次

(1)概 況

早生 ウンシ ュウミカンの`宮 川早生'を 約237a,普 通 ウンシュ ウミカンの`林 温州'を 約35a栽

培 してい る.樹 齢 は34～50年 生で,古 い樹 は改植時期にきている.施 肥,薬 剤散布 とも農用機械 で行

ってい るため,農 用機械が走行で きる通路 を確保す る必要があ り,植 栽本数 は10a当 た り約120本 と

少ない.

(2)栽 培 の概要

病 害虫防除,施 肥お よび除草剤散布実績は第2表,第3表 お よび第4表 の通 りである.
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スプ ラサイ ド乳剤40
エ ム ダイ ファー水 和剤

ア ドマイ ヤー フロアブル

サ ンマイ ト水和 剤
ク レフノ ン水和 剤
ジマ ンダイセ ン水和剤
ハチ ハチ フ ロアブル

スプ ラサイ ド乳剤40

ジマ ンダイ セ ン水和剤

ダニエ モ ン フロアブル
ア ドマ イヤ ー フ ロアブル

リ ドミルMZ水 和剤
ベ フラ ン液剤
ベ ン レー ト水 和剤
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肥 料名 ・施 肥量

カ イガ ラムシ類,ハ ダニ類
か い よ う病
カ イガ ラム シ類

ア ブ ラム シ類,シ ャ ク トリム シ

灰色 かび 病,そ うか病,黒 点 病
黒点 病
アザ ミウマ類,ア ブ ラムシ類
カイ ガ ラム シ類,ア ブ ラム シ類

黒点病
カイ ガ ラムシ類,ハ ダニ類
カイ ガ ラム シ類,ゴ マ ダラカ ミキ リ

黒 点病
アザ ミウマ類,ア ブ ラ ムシ類

チャ ノホ コ リダ ニ,サ ビダニ
日焼 け防止

黒 点病
アザ ミウマ類,サ ビダニ
カイ ガ ラム シ類,ゴ マ ダ ラカ ミキ リ

黒点 病
ダ ニ類
カ メム シ類,ア ザ ミウマ類

褐 色腐 敗病

貯 蔵病 害
貯 蔵病 害

春 肥4.月7日 特 製 ペ レ ッ ト160kg/10a

元 肥10.月26～27日 フ ィ ッ シ ュ プ ロ テ ィ ン180k/10a

合 計340kg/10a

NPK成 分 量(k)
N:7,P:8,K:4

N:6,P:6,K:4

N:13.P:14.K:8

爾4
、+1

H孫 圭

日、ノ

4月8日

5月26日

6月28日

11月2日

農 楽

L
恥

ス
剤

m

ン
ク
和

ン

ウ

ッ
水

ウ

ダ

ロ

一
ダ

チ
グ

バ
チ

ッ
リ

一
ッ

タ
ブ
ゾ

タ

惜
oo

oo

oo

oo

1

2

⑩

1

1

率 ・ 木 早

1年 生雑草,多 年生雑草
1年 生雑草,多 年生雑草
1年 生雑草

1年 生雑草,多 年生雑草

(3)収 穫お よび販売状況

今年 は夏 に雨があま り降 らず玉伸びが悪 く,小 玉傾 向になった.糖 度は11度 前後 と比較的高かった.

収量は約70tで,主 に学 内で販売 し,ジ ュース加工にも使 用 した.
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2)マ ン ゴー 部 門 担 当:藤 田卓也

(1)概 要
`ア ー ウィ ン'を ハ ウス20aで 栽 培 して い る .マ ン ゴー の開花 時期 が平 年 よ りも5日 ほ ど早 か った.

(2)栽 培 の概 要

時期 別 作 業 内容,施 肥 実績,病 害 虫 防除 実績 は第5表,第6表 お よび第7表 に示 した.

時 期
1月上旬
3月下旬

4月上旬
下旬

5月下旬
6月
7月上旬
8月 中下旬

中旬
10月

5

生 目 相

花芽形成
出蕾期
開花期
開花最盛期
結実期
果実肥大期
果実肥大期
収穫最盛期
せん定期
新梢充実期

日、 、
殊

作 業 内 容
除草(除草剤使用)飛 び花切除
花穂 吊り上げ,粘 着 トラップ設置
花穂 吊り上げ
受粉促進のためのミツバチ放飼(1か 月間)
花弁落とし(灰 色カビ病対策)
摘果,果 実吊り上げ,遮 光ネット被覆
摘果,果 実吊り上げ
収穫,出 荷
せん定

芽かき

旋6 舟 冶 蔦圭
、

肥 日、ノ

3月19日

5月22日

9月15日

9月25日

1月6日

合計

肥'蒙 ・施 肥 量

フ ィ ッ シ ュ プ ロテ イ ン60kg

配 合 ブ リケ ッ ト60kg

オ ー ケ イ 加 里40kg

さ ざ な み120kg
バ イ オ 有 機216kg
ザ 土 石 灰80k
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辰 ・・ 名

ジ マ ン ダ イ セ ン 水 和 剤

コ テ ツ フ ロ ア ブ ル

ア ル バ リ ン 顯 粒 水 溶 剤

ス ピ ノ エ ー ス 顯 粒 水 和 剤

ス ピ ノ エ ー ス 穎 粒 水 和 剤

ベ ル ク ー ト水 和 剤

モ ス ピ ラ ン 水 溶 剤

ス トロ ビ ー ドラ イ フ ロ ア ブ ル

モ ス ピ ラ ン 水 溶 剤

ス トロ ビ ー ドラ イ フ ロ ア ブ ル

コテ ツ フ ロ ア ブ ル

ス ミ レ ッ ク ス 水 和 剤

ア ー デ ン ト水 和 剤 ・

ア ミ ス タ ー10フ ロ ア ブ ル

ア ー デ ン ト水 和 剤

ダ ン トツ 水 溶 剤

サ ン マ イ ト水 和 剤

ス トロ ビ ー ドラ イ フ ロ ア ブ ル

モ ス ピ ラ ン 水 溶 剤

ダ ン トツ 水 溶 剤

∠ 、'「 、=t二

、

匡 。、日、,

2月4日

3月2日

3月31日

4月28日

5月13日

6月7日

6月23日

7月23日

9.月10日

10月6日

11月8日

希釈 立率
800

2,000

2,000

3,000

3,000

1,000

2,000

2,000

2,000

2,000

2,000

1,000

1,000

1,000

1,000

2,000

1,500

2,000

2,000

2,000

対 柄主虫名
炭そ病
ス リップス類
ス リップス類
ス リップス類
ス リップス類

炭そ病
ス リップス類

灰色かび病
ス リップス類

炭そ病
ス リップス類

軸腐病
ス リップス類

炭そ病
ス リップス類
ス リップス類

ホ コリダニ

炭そ病
ス リップス類
ス リップス類

(3)収 穫お よび販 売状況

収穫 時期 は平年 よ り早 か ったが,収 穫量 は昨

年度 よ りもたいへん少 なかった(第8表).出 荷

は市場 で あ り,仲 卸 業者 を通 して大 阪や神戸 な

どの大丸 百貨店 で販売 されてい る.今 年度 は昨

年度 と同様,小 箱 の学内販売を行 った.

第8表 販売実績
年度 販 売 量(kg)

平成20年

平成21年

平成22年

512.8

3063.1

888.3
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3)ウ メ部門

(1)概 況

面積20aに 南高梅31本,小 梅15本 を栽培 している.

② 栽培の概 要

病害虫防除実績は第9表 の通 りである,施 肥 は4月 にア ミノ3号 を施用 した.

担 当:友 廣教道

第9表 病害虫防除実績

防除時期 農 薬 名

3月120

3月26日

4月3日

4月9日

4月24同

5月8日

9月16日

ICボ ル ドー66D
バ リヤ ー ド頼粒 水 和剤

マ イ コ シー ル ド水 和斉1」

ス コア穎 粒 水 和剤

ス カ シバ コ ン

モ ス ピラ ン水 溶剤
ベ ル クー ト水 和 剤

マ イ コ シー一ル ド水 和 剤

マ イ コ シー ル ド水 和 剤

オー ソサ イ ド水和 剤
バ リア ー ド穎粒 水和 剤

ス ター ナ水 和 剤

ダ ン トツ穎 粒 水 和 剤
ス ミチ オ ン乳 剤

ア プ ロー ド水 和 剤

スプ ラサ イ ド水 和剤

希釈倍率 対象病害 虫名
50

4,000

1,500

3,000

4,000

2,0⑪0

4,000

4,000

1,500

2,000

1,000

2,000

1,000

1,000

1,500

カ、し・よ うり茜

ア カ マ ダ ラ ケ シ キ ス イ

か い よ う病

黒 星 病
コ ス カ シ バ 雄 成 虫

ア ブ ラ ム シ 類

黒 足 病

ア カ マ ダ ラ ケ シ キ ス イ

ア カ マ ダ ラ ケ シ キ ス イ

カ、し、よ うり茜

ア ブ ラ ム シ 類

か い よ う病

ア ブ ラ ム シ類,ケ ム シ類

ア メ リ カ シ ロ ヒ トリ

カ イ ガ ラ ム シ類

カ イ ガ ラ ム シ 類

(3>収 穫お よび販売状況

南高桁の収 量は約1t,ま た小梅び)収量は約150kgで あった.

販売実績は第10表 に示 した.青 梅 として学内お よび地元の市揚に販売 した,南 高梅お よび小梅 とも

に青梅販売で残 った果 実を塩 漬け し,校 友会,農 学部祭お よび学内で販売 した.さ らに,悔 干を作 る

段 階でできる梅酢 もあわせて学内で販 売 した.本 年度か らはパ ッケージを丸型か ら角型に変更 し,南

高梅 につ いては増量 した.

第10表 販売 実績

品種名

南高梅

小梅

青梅

(kg)

494,0

24,0

干

齢

梅
α

225,0

55.0

乍棚
ω
0α4

写真 ウメの収穫1時期 塀真 梅干(新 パ ッケー ジ)



4)水 稲部門 担 当:中 東 豊

(1)概 況

約160aの 水 田に,「 キヌ ヒカ リ」130a,「 イ クヒカ リ」30aを 栽培 した.

(2)栽培 の概要

病 害虫防除実績 は第11表 の通 りである.5月11日 に塩水選 を行 い,5月18日 に播種 を行 った.発 芽 は

順調 であったが,フ レーム出 し以降の低温 と日照不足 によ り,近 年 にな く生育不良であった.6月7日

よ り田植 えを始 めたが,苗 の丈は短 く,根 の張 りも弱かった.田 植 え後は天候 も回復 し,生 育は順調

に進 んだ.一 部の水 田に3～4年 前 よりジャンボタニシが発生 し,今 年は苗 に食 害がみ られたため補植

を行 った.7月 中旬の梅雨明け以降か ら9月14日 の稲刈 りを始めた頃まで うだ る様な猛暑が続 いたため,

「キヌヒカ リ」,「イク ヒカ リ」 ともに,乳 白米が多 くみ られ,収 穫 も昨年 よ り少 なかった.

(3)収 穫お よび販売

個人販 売に加 えて,大 学本部,農 学部祭 で約100kgの 玄米お よび 白米 を販売 した(第12表).

ク1マ⊥⊥4x. 病害虫防除実績

種 類

種籾消毒

防除時期 農 薬 名 希釈倍率 ・使用量 対象病害虫名
5月11日

除草(初 期)6月16日

除草(中 後期)

病害虫防除

6月30日

6月14日

6月27日

7月21日

8月5日

8月23日

ノ

ノ㍉石 ノレグ ツ ク 学L倉U

バイ ジッ ト乳剤

イ ッテツ1キ ロ粒剤

サスケーラジカル

ジヤ ンボ

ハイカ ッ ト1キ ロ粒剤

スク ミノン

パ ダ ンバ ッサ粒剤

パダ ンSG水 溶液

バ リダシ ン液 剤5

ブ ラシン フロア ブル

トレボ ンEW

ア プ ロー ド水 和 剤

MR.ジ ョー カ ーEV

ブ ラ シ ン フ ロ ア ブ ル

1,000ご ま葉 枯病,い もち病

1,000イ ネ シ ンガ レセ ンチ ュ ウ

1kg/10a一 年 生雑 草 等
拍 鳳 、、方/伯 。_仁 仕 群 昔 竺

1kg/10α

4kg/10a

3kg/10a

1,500

1,000

1,000

1,000

1,500

2,000

1,000

一年生雑草等

スク ミリンゴガイ

ニカ メイ チ ュ ウ等

ニカ メイ チ ュ ウ等

紋枯病等

い もち病,ご ま葉枯 病等

コブ ノメイガ

ツマ グ ロヨコバイ 等

ツマ グ ロヨコバイ幼 虫等

カ メムシ類,ウ ンカ等

い もち病,ご ま葉 枯病等

第12表 過去3年 間の玄米販売量および販売金額

年 度 袋数(30kg) 販売金額(円)

平成20年 度

平成21年 度

平成22年 度

260

257

238

2,034,000

2,010,200

1,904,100*

*:白 米 を含 む



2.生 石 農場

1)黒 毛 和 牛部 門 担 当 浦 西 章生

今 回 の 出荷 牛 は,平 成20年9月 よ り肥 育 を始 め,約18～20か 月 間 で仕 上 げ た(第13表).平 成22年5月

9目 に学 内販 売 用 として2頭,5月26日 に大 阪市 食 肉市 場(大 阪 南 港)に1頭 を 出荷 した,さ らに,7月1

日に一 般 向 け販売 用 と して初 め て1頭 を出荷 し,和 歌 山市 内 の フォル テ ワジマ の鳥 久精 肉 店 で,期 間限

定 の試 食販 売 を行 った(平 成22年7月10日 ～15日,試 食 会 は10,ll日 の2日 間).肉 質 はA5(B聡No.9)

で あ り,最 上級 の格 付 け で あつ た,売 れ 行 きは好調 で あ った こ とか ら,販 売 を予 定 よ り1週 間 延長 した,

今 回 の一 般 販 売 に よ りr近 大 お い し牛 」 の効 果 的 な ア ピー ル がで き た と考 え る,

現在,平 成21年9月 に導入 した黒 毛和 牛4頭(平 成23年1月 現在,23～24か 月齢)と 平成22年9月 に導

入 した黒 毛和 牛2頭(平 成23年1月 現在,11～12か 月齢)を 肥 育 して い る.

笛1優 業 里 垂 壬n止 用 益 」十 淵

出 荷 口 販売 先 出荷 出荷体重 枝 肉重 量 格付

!1りり仁K日0口

H22年5月26日

H22年7月1日

21}414→

大阪市

食肉市場
一般

頭 数(kの
」、寄コ『 弓 胃6

1頭

1頭

865

743

823

(kg)
湘A」 自 企

●

554.8

476.8

538.3

A4

A3

A5

BMS8

A5

BMS9

販 売 価 格

(円)
ワ ワ月qnn∩,

(2頭 分 合 計)

973,106

1,205,866

注)大 阪市食肉市場 での販売価 格は同市場 でセ リ落 とされ た価格,学 内での販売価格は農場

販売価格,一 般 での販売価 格は卸業者 買取 り価格 を示す.

1ξ¶隠団 用
、{訟'_b',° ぜ`巳 。1「1・'

写真 フォルテ ワジマ 食 品館 鳥 久精 肉店(和 歌 山市)で の 「近 大お い し牛」 一般 販 売.

左 よ り販売 先 ブー ス,今 回販 売 した牛 肉(リ ブ ロー ス),川 荷 牛(7/1,No.9425)

2)合 鴨部門 担 当 岩森 明彦

(1)合1鳴肉の販売状況

今年度(1月 ～10月)の 合鴨肉の売上げは,220,396円 であ り,昨 年度 より111,690円 の売上げ増 と

なった(第M表).こ れは,平 成21年 度にパ ッケー ジの リニ ュー・アルを行ったことが影響 した と考え

る.今 年 度は商品名称を 「お い し鴨」か ら 「近 大おい し鴨」に変更 し,大 学附属農場 としてア ピール

した.な お,販 売先は有田川町の農林産物振興 センター とあらぎの里を中心に行っている,

4月1日 の入荷分の死亡原因は育雛時の温度管理 であった と考える.今 後は,ヒ ー ター を使 用 して,

冬期問の低温対策 を厳密に行 っていきたい.9月20の 入荷分の死亡原 因は急激な発育による腹水症 で

あった.個 体毎(ロ ッ ト)の 食餌状況を診て,飼 料の給 与量を今以上に厳 しく調整 しなけれ ばいけな

いと考 える.

14一



14表 合 鴨Ll荷 ・ 況

入 荷 日
・14成22年

4月1日

平 成22年

9月2Ll

平 成22年

11月18日

入荷癖化場

高橋 人 ⊥卵孚化 場

高橋人工鮮 化場

1誉1右喬 ノ、二[二卵孚でヒ場

入 荷 羽 数 飼 育 日数

42羽70日

42羽

躯羽

701:1

予定700

出 荷 日

1月26iヨ

平 成22年

6月9日

平 成22年

11月100

平 成23年

(予 定)

出荷羽数
35羽

36羽

41羽

(予 定)
注)売 上 げ金額 合 計 σ1城22年1月 ～10月):220,396円

(2)料 理 メニ ュー と しての合1鳴 肉の試 験 販売 に つ いて

平成22年11月10よ り,有 田川 町 ふ る さ と開 発 公 社(あ さぎ り:有 田川 町 清水,二 川 温 泉1{・r馬二有

山川 二川)で 「近 大お い し鴨」 を使 用 した料 理 の試 験 販 売 を始 め た(第15表,写 真),販 売 は順 調 で

あ り、 平成22年12月20日 現在,品 切れ 状態 で あ る.《 お い し鴨 鍋'は 現 在売Lげ が な い が ,冬 期 間 の

注 文 は期 待 で き る,年 間2回 の 出荷 を3回 に し,需 要 対応 して い く予定 で あ る.

・、ユ5究 「近 大 お い し鴨 料 理 の 売 ヒげ 状 況(平 成22住n月 づ

お い し鴨 丼

7食

お い し1鳴

な ん ば ん

且5食

お い し鴨

小鍋

1食

お い し鳴

小鍋定食
21食

お い し鴨 鍋 や き と り

0 240本

おいし鴨丼 おいL鳴 なんばん おい し鴨小鍋定食 や きとり

写 真 「近 大 おい し鴨」 を使 用 した有1ヨ:りll町ふ るさ と開 発公 社 での料理 メニ ュー

3)ミ ニ ブ タ部 門 掴 当 岩 森 明 彦

ミニ ブ タ の分 娩 を3回 行 った.自 然分 娩 と誘起 分娩(ホ ル モ ン注射)の2種 類 で行 い,妊 娠 日齢 は 平

均ll5.7日,出 産 数 は 平均4.3頭 と従 来 と同様 で あ っ た.し か し,誕 生後 の死 亡率(平 均38%〉 が 高 か っ

た.こ の原 因 と しては,特 に母 豚 に よる圧 死 が 考 え られ たた め,rl甫 育 時 でσ)観察 頻 度 を多 く して ,事

故 が 起 き な い よ うに対応 して い きた い.

田16表 ミニ ブ タ 生 産 状 況

出 産El

平 成22年1月7日

平 成22年1月8日

平 成22年6月27日

川 産 数

♂3♀3(♀1死 亡)

♀5(♀3死 亡 〉

♀2(♀1死 亡)

離 乳 日
2月4日

2月4日

7月23日

注)1/7自 然分 娩,1/8誘 起 分娩(1/7に ホルモ ン注射)

6/27誘 起分 娩(6126に ホ ルモ ン注 射)

1;


